第27回 全国キリスト教学校人権教育セミナー
いのちと向きあう
―今、大切にしたいこと―
2016年８月19日（金）～20日（土）
オプション8月18日(木)
会場：松蔭中学校・高等学校（神戸市）
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主催
第27回全国キリスト教学校人権教育セミナー実行委員会
（メールアドレス　zenkiri2016@yahoo.co.jp）

全国キリスト教学校人権教育研究協議会
（ホームページ　http://zenkiri.junyx.net）
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今、各キリスト教学校は、程度の差こそあれ、学校の維持・存続に力を傾注せざるを得ない状況にあります。少子化の中での生徒確保、グローバル教育、大学入試変革への対応、キリスト者教員の減少、特色教育を担う後継者育成など、課題が山積している中、「人権教育？平和教育？――それどころじゃないっ!!」と言われかねない状況かもしれません。安保法制は反対の声の続く中、施行となり、「道徳の教科化」がキリスト教教育、ひいては学校のアイデンティティにどういう影響を与えるか、予断を許しません。沖縄の女性殺害事件は、私たちの「平和」を根底から問い質しています。なによりも日々、貧困と虐待の中でいのちの危険にさらされている子どもたちに、私たちは向きあえているでしょうか。今こそしっかりと考え、立っていかなければならない、そんな思いでこのセミナーを開催します。ぜひ、この夏のご予定にいれて、神戸にご参集ください。　明日への希望を分かち合う出会いと交流・学びの時を、ご一緒に過ごしましょう。

●日　程
2016年８月１９日(金)～２０日(土)　＊8月18日(木)にオプションのフィールドワークがあります
●会　場
松蔭中学校・高等学校　(神戸市灘区青谷町3-4-47　⇒６ページを参照してください)
●参加費
（オプション費用と共に、事前振り込みをお願いします）

出張15,000円　／　自費12,000円　／　学生9,000円

（参加費にはセミナー諸費用、昼食代、ニュース購読･協議会運営協力費が含まれます）
☆フィールドワークはオプションです。セミナー参加費に2,000円（全コース同額：入館料込）をプラスして

お送りください。
●申込み
７月１５日(金)までに、できるだけメールでお申し込みください。

☆「全国キリスト教学校人権教育研究協議会」のHP　http://zenkiri.junyx.netからも

申込書（用紙は２枚１組です）をダウンロードすることができます。


☆郵便でも申込みは可能ですが、〆切を厳守してください。
●申込先
[メール]　 zenkiri2016@yahoo.co.jp
　　　　　 [郵便]　733-0022 広島市西区天満町13－1－610　吉田絵理子

●参加費振込先　郵便振替口座　
番号　０１３００－３－９１８７２



名称　第２７回全キリ人権教育セミナー


※７月２２日（金）までにご送金ください。

●宿　泊
各自でご予約ください。（三宮付近が便利です。）
	※お問い合わせはメールにてお願いいたします。

※参加を申し込まれた方には、７月下旬に「受付確認書」をお送りします。


2016年／第27回全国キリスト教学校人権教育セミナー　日程
	（オプション）８月１８日（木）　　参加費は2000円（全コース同額）　　要事前申込

	８：30～12：00
	フィールドワーク　Ａコース　＊ＪＲ神戸線 宝殿駅 北口「警察前」8：30集合
※タクシーに分乗し8:50までに加古川食肉センター門前に行きます
加古川食肉センター見学　分科会１参加者優先・限定20人

	13：30～16：30
	フィールドワーク　Ｂコース ＊JR元町駅「東口」13：30集合（定員20人）
海外移住の歴史と現在にふれる

	13：30～16：30
	フィールドワーク　Cコース ＊JR元町駅「西口」13：30集合（定員20人）

神戸で戦争の跡を訪ねる

	一日目　８月１９日（金）　　［会場］松蔭中学校・高等学校　(神戸市灘区青谷町3-4-47)

	８：30～

９：00～10：00
10：00～10：25
10：30～12：00

12：00～13：20

13：20～14：30
14：40～17：30
18：00～20：00
	受 付

開会礼拝：後藤香織さん

基調報告：船木暢夫さん ＆ 永井 晃さん
主題講演：安積力也さん

昼 食（お弁当とお茶を用意します）・休 憩（資料展示・書籍販売コーナーへどうぞ！）
全体会 リレートーク（「こどもの里」紹介DVD上映もあります）

分科会
➀部落差別をなくす人権教育とは
➁学校とセクシュアル・マイノリティ

➂多文化共生を考える

➃子どもの貧困・虐待を考える

➄キリスト教学校が、今、大切にしたいこと
交流会（山本善偉さんのインタビューVTR上映）

	二日目　８月２０日（土）　　［会場］松蔭中学校・高等学校　(神戸市灘区青谷町3-4-47)

	８：30～９：00

９：00～10：00

10：00～10：30

10：30～11：20

11：30～12：20

12：30～13：00

13：00～13：50

14：00
	山本善偉さんのVTR再上映（自由参加）

聖書研究：勝村弘也さん「国家について旧約から学ぶ」
証 言：山本善偉さん
わかちあい
派遣礼拝：関田寛雄さん

昼 食（お弁当とお茶を用意します）
「全国キリスト教学校人権教育研究協議会」総 会
終 了


●主催　全国キリスト教学校人権教育研究協議会／第27回全国キリスト教学校人権教育セミナー実行委員会

●後援　カトリック中央協議会学校教育委員会／キリスト教学校教育同盟／キリスト教保育連盟


全国在日外国人教育研究協議会／日本カトリック学校連合会／日本キリスト教協議会教育部

●賛同　外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会／日本カトリック正義と平和協議会／カトリック部落差別人権委員会／在日韓国人問題研究所／在日大韓基督教会／日本キリスト教協議会在日外国人の人権委員会／日本キリスト教協議会部落差別問題委員会／日本基督教団在日韓国・朝鮮人連帯特設委員会／日本キリスト教団部落解放センター／日本キリスト教婦人矯風会／日本聖公会人権担当／日本バプテスト同盟／日本バプテスト連盟日韓・在日連帯特別委員会／日本バプテスト連盟部落問題特別委員会／日本ＹＷＣＡ／部落問題に取り組むキリスト教連帯会議　　　
※後援・賛同は含予定（2016年6月5日現在）
≪プログラムの内容≫
～８月1９日（金）～
【開会礼拝】後藤香織さん(日本聖公会司祭）
【基調報告】船木暢夫さん（聖母被昇天学院中学高等学校）　永井 晃さん（松蔭中学校高等学校）
【主題講演】安積力也さん（キリスト教独立学園高等学校 前校長）
　　　応答者をたて、ただ講演を聞くだけでなく、複眼的・対話的に内容を深めることを願っています。
【全体会】　分科会発題者の皆さんによるリレートークを予定しています。それぞれの立場から、主題を視野に入れつつ、学校関係者に望むことを一言ずつ率直に語っていただきます。第4分科会に関連する「こどもの里」紹介DVDの上映も行います。　

【分科会】 

➀部落差別をなくす人権教育とは
発題者：古田圭策さん（高砂市立荒井小学校教頭）

サブゲスト：Ａさん（神戸市立小学校教員）
コーディネーター：鳥井新平さん（近江兄弟社小学校） 船木暢夫さん（聖母被昇天学院中学高等学校）
インターネット上では「部落地名総鑑」的な地名・人名一覧が、悪質なやりかたで曝され続けています。何度でもゾンビのようによみがえる部落差別をもとから断ち切るには、どのような教育が必要なのでしょうか。「それは愛に満ちた教育です」というのは簡単ですが、どんな内容がそこにあるべきなのでしょうか。

子どもたち・保護者たちとともに、生活の場に基づいて差別からの解放を目指してこられた古田さんの実践を、地区出身の教員として部落差別を払拭するための学習の重要性を感じつつ、その進め方について考えているAさんとともに聴き、人権教育とその観点・手法を学び語りあいましょう。
②学校とセクシュアル・マイノリティ　
発題者：後藤香織さん（日本聖公会司祭）

コーディネーター：森田喜之さん（日本キリスト教団大阪福島教会） 北垣 創さん（セミナー運営委員）

セクシャル・マイノリティに対する理解が少しずつ広がり、学校における配慮が求められるようになってもきましたが、現実には、いまだに自分を押し殺して生きざるをえない人、偏見や心無い言動に傷ついている人がいます。発題者の後藤さんは、男性から女性へのトランスジェンダー、バイセクシャルであることをカミングアウト、司祭として名古屋聖マルコ教会、愛知聖ルカ教会を牧会なさっています。また、日本聖公会中部教区において、セクシュアル・マイノリティの解放を目指し、毎月、公の礼拝として「性的少数者とともに捧げる聖餐式」を行い、ことしで10年目になるそうです。ご自身の経験や、これまでの取り組みの中で気づかれたことなどを語っていただき、多様な性のあり方を生きる誰もが暮らしやすい社会を形成するためには何が必要なのか、一緒に考えることができればと思います。

③多文化共生を考える
問題提起：「全国在日外国人生徒交流会」の「卒業生の会」のみなさん
コーディネーター：吉田絵理子さん（広島女学院中学高等学校）　土肥いつきさん（京都府立城陽高校）
  　　　毎年開催される全国在日外国人教育研究集会の一分科会である、全国在日外国人生徒交流会は、かつては在日朝鮮人生徒が中心でした。現在は10カ国を超える多様な国や地域をルーツに持ち、あるいはさまざまな文化的背景を背負った生徒たちの貴重な出会いの場、つかの間の非日常に熱く燃える一泊二日の体験です。これを自ら体験し、あるいは現在は卒業生として運営をサポートしている若者たちから、「多文化共生をめぐる今日的課題」について問題提起をしてもらい、日本社会の課題を見つめ、討論します。
④子どもの貧困・虐待を考える
発題者：植月健司さん（こどもの里スタッフ）　大谷 純さん（こどもの里ＯＧ）
コーディネーター：山本秀樹さん（金城学院中学高等学校　CAPNA「子どもの虐待防止ネットワーク・あいち）
　赤嶺容子さん（女子学院中学高等学校）
大阪市西成区の日雇い労働者の町、あいりん地区（釜ヶ崎）にある民間の児童福祉施設「こどもの里」は虐待や貧困、無国籍など、さまざまな困難を抱えた子どもの「駆け込み寺」となってきました。「さと」と呼ばれるこの場所は、1977年設立の「聖フランシスコ会」の「こどもの広場」を前身として1980年に現在の場所で「守護の天使の姉妹修道会」が「こどもの里」を開設しました(現在、ＮＰＯ法人として活動)。障がいの有無や国籍の違いに関わらず、0歳からおおむね20歳までのこどもが無料で利用することができます。その「こどもの里」で植月健司さんはスタッフとして働いておられます。また大谷純さんは「こどもの里」のＯＧで、現在は二人の子どもの保護者として「さと」に関わっていらっしゃいます。
分科会では貧困を根底にもつ虐待の問題、最近よく耳にする教育虐待の問題、そしてこどものいのちを守るための最初のシェルターとしての学校の役割等の話し合いができればと願っています。なお「こどもの里」を舞台に、決して恵まれているとはいえない生育環境にも拘わらずたくましく育つ子どもたちと、彼らを支える職員たちに密着したドキュメンタリー映画「さとにきたらええやん」が、この夏に全国の映画館で公開されます。
⑤キリスト教学校が、今、大切にしたいこと
　　　発題者：相澤弘典さん（松山城南高校） 桜井智恵子さん（大阪大谷大学）
　　　コーディネーター：本田栄一さん（農村伝道神学校） 中村証二さん（四国学院大学）
教育現場への国家介入という大きな流れの中で、私たちが動じない歩みをするには、何に根ざせばよいのでしょうか。2つの切り口からご一緒に考えたいと願っています。一つは歴史。キリスト教学校の先達たちは、かつての国家主義の時代をどう生き抜いたか。地方の小規模校の歴史を率直に語っていただきます。もう一つは実践。「子どもの声に応える」真摯な取り組みによって学校や地域を変革し続けている、子どもの人権オンブズパーソンの働きから発題していただきます。各現場の悩みも持ち寄り、共に語り合いましょう。
【交流会】 初めての方を歓迎します。食卓を囲んで全国の仲間と楽しく語り合い、情報を交換し合える有益な時間です。

翌朝の証言者、山本善偉さんの貴重な証言インタビュー映像（約15分)も鑑賞予定。
～８月20日（土）～
【聖書研究】勝村弘也さん（神戸松蔭女子学院大学名誉教授） 　主題「国家について旧約から学ぶ」
聖書箇所、サムエル記上8章10－22節、申命記17章14－20節、エレミヤ書28章など
＊勝村さんの著書＊　『詩編注解』／『旧約聖書に学ぶ―求めよ、そして生きよ―』／
『滅亡の予感と虚無をいかに生きるのか―聖書に問う―』ほか、著訳書多数
【証言】山本善偉さん（元関西学院高校教員）
関西学院大学在学中に、兵庫県の出陣学徒壮行会で答辞を読む。戦後、関西学院中高の教員、のち教頭となる。その一方で、反戦平和・反差別・新空港建設反対などの闘いに参加する。自分の壮行会答辞が、すり合わせをしたわけでもないのに神宮外苑出陣学徒壮行会での東大生の答辞にうり二つだったことに、戦争・「洗脳」の恐ろしさを重ねて、その阻止のために高齢（95歳）である今も闘い続けている。

【わかちあい】各分科会で提起された諸問題について共有し、教育課題をみんなで考えます。 
【派遣礼拝】 関田寛雄さん(日本キリスト教団神奈川教区巡回教師／青山学院大学名誉教授）

◇松蔭中学校・高等学校の行き方◇
※路線バスは、朝7時、8時代は3分間隔、通常は、ほぼ5分間隔で運行。
　 時刻表・停留所地図などは神戸市バスホームページ等をご参照ください。
１．JR山陽新幹線「新神戸」より
①タクシー： 2メーター程度
②路線バス： 新神戸駅下の「布引(ぬのびき)」停留所より 【2系統 「阪急六甲方面」】 に乗車。
料金210円(下車時支払）。 「青谷（あおたに）」停留所にて下車すぐ。

　　　※布引停留所は、新神戸駅正面玄関を出て右方向 「ANAクラウン」 へ進み、地上階へ降りて
正面道路左手にあるコンビニエンスストア（ファミリー・マート）前です。

２．三宮より
　　①タクシー： 3メーター程度

　　②路線バス： 地下鉄三宮駅前停留所より 【2系統 「阪急六甲方面」】に乗車。
料金210円（下車時支払）。「青谷（あおたに）」停留所にて下車すぐ。

３．徒歩に挑戦される方　
（坂道を延々と上りますが、途中、横尾忠則現代美術館、神戸文学館、王子公園等が点在します）
①阪急「王子公園駅」下車、徒歩15分。
②JR「灘駅」下車、徒歩18分。
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※神戸松蔭女子大学キャンパスは、かなり離れた場所に位置しています。

　　　　　　　　　くれぐれもお間違えのないようにご注意ください。
≪フィールドワーク≫
※全コース参加費2,000円　（参加希望者はセミナー会費に加えて計算、送金してください）

	Aコース　加古川食肉センターの見学 （分科会１参加者優先、限定20人）

	☆集合：ＪＲ神戸線 宝殿駅 北口「警察前」 8：30　→　タクシーで移動するため時間厳守！

現代の服飾文化や食肉文化は、私たちの日常生活にとって欠かすことが出来ないものとなっています。この
コースでは、私たちの暮らしを日々支え、豊かにしている「と畜」労働に関して、加古川食肉センターのと畜工
程の見学やビデオの視聴を通して理解を深めます。

内容 ①と畜工程の見学（加古川食肉センター）
②ビデオ上映「「960日のいのち -安全安心な食肉の生産から消費まで-」（40分）

（兵庫県食肉衛生検査センター）

	

	Ｂコース　海外移住の歴史と現在にふれる （定員20人）

	「海外移住と文化の交流センター」  「NPO法人関西ブラジル人コミュニティ（CBK）」
「兵庫県在日外国人教育研究協議会（県外教）」 コース
☆集合：JR元町駅 東口　13時半　（終了予定：16時半）

「海外移住と文化の交流センター」は、国内で唯一残る「国立移民収容所」跡で、移民に関する展示の他、
当時の部屋、ベッド、壁の落書きなどを保存し、海外に旅立った人々の思いを推し量ることができます。そこ
に事務所をおく「CBK」と「県外教」で、活動に携わる方々からお話をお聞きします。
「CBK」は、在日ブラジル人と日本人との相互理解、交流の場、子どもたちの学習の場です。県外教は、本
名で呼び名乗る学校、地域をつくろうと、様々なルーツの子ども同士の出会い、発表、交流の場を設け、多
文化共生の輪を広げようとしています。近隣の「異人館街」の散策もおすすめです。

	

	Cコース　神戸で戦争の跡を訪ねる （定員20人）

	「神戸華僑歴史博物館」  「戦没した船と海員の資料館」 コース

☆集合；JR元町駅 西口　13時半　（終了予定：16時半）

「神戸華僑歴史博物館」は神戸華僑の貴重な歴史を展示、敷地には「神戸港平和の碑」（「神戸港における
戦時下朝鮮人・中国人強制連行を記憶する碑」）と神戸港入港の艦船に核兵器を搭載していないという証明
書提出を義務づけた「非核『神戸方式』の碑」があります。館内を見学した後、碑建立の経緯に関するお話を
お聞きします。
民間船員の犠牲者を追悼する国内唯一の「戦没した船と海員の資料館」は、全日本海員組合によって2000
年に設立されたもので、「海に墓標を―海員不戦の誓い―」のプレートを玄関に掲げ、徴用された民間船の
写真が壁面を埋めています。


B、Cコースに関しては、同封のニュースレターをご参照ください。
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【開催の目的】


①キリスト教学校および公私立学校で人権教育に関心を持っている教職員、また人権教育に関心を寄せるキリスト者・市民・保護者・学生の出会いの場をもつ。 


②人権教育の実践に学び合い、分かち合い、建設的な関係を築く。


③キリスト教学校での人権教育のあり方を探求し、人権教育の広がりを創る。





第27回 全国キリスト教学校人権教育セミナー要項 


いのちと向きあう―今、大切にしたいこと―
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